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巧巧説明書 

DPF-D7WS10 シリーズ 


エレコムデジタルフォトフレーム ’’ DPF - D 7 WS 10" シ U - ズを 
お買い上げいたださ誠にありびとラございます。 

本書では " DPF - D 7 WS ] 0" シリーズの使いかたや正しく安全に 
ご使用いただくためのま意事項などについて記載しています。 

ご使用前に、必ずお読み< ださい。 

また、読み終わったあとは大切に保管しておいてください。 
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麵、乂卜 J に化乂と鈍る 


本製品は、捆包している箱、付属のメッセージカードおよび U ボンを利用して、プ 
レゼント用にパッケージすることびでさます。 

《プレゼント用にパッケージする前に、パッケージ内容を確認してください。 

内容に不足や問題びある場合は、ご購入店にて交換してください。 （^4 ページ） 


f 箱を開け、メッセージカード 
と、その中に入っているリボ 
ンを取り出す 



^ メッセージを記入し、折りた 
たむ 



3 メッセージカードを箱の中に 
戻し、蓋を閉める 



4 リボンの輪に箱を通す 
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1 はじめに . 

パッケージ内容を確認する . 

正しく安全にご使用いいただくために 
口 pE のなまス . 

2 を備 . 

IJ モコンについて . 

本体を飾る . 

電源を接続する . 

電源をオン/オフする . 

メディアを挿入する . 

曰付と時刻を設定する . 

3使いかた . 

写真のスライドショーまたは固定写真を見る 

楽しい写真表示 . 

時計やカレンダーを表示する…. 

自動的に電源をオン/オフする 
各機能を設定する . 

4付録 . 

困ったとさは . 

ユーヴーヴポートについて ....... 

製品仕様 . 
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比じめに 


パッケージ巧容を巧認ずる 


ご使用になる前に、本体と付属品び揃っているか、破損していないかを確認して く 
ださい。 


本体 

リモコン、動作確認用電池 

珍 

※動作確認用電池はリモコンにセット 
されています。（与] 4ページ） 

AC アダプター 

スタンド 


※本体背面に取り付けてあります。 

リボン 

メッセージカード 

※メッセージカードの中に入っています。 

<s> 
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正しく安全にごほ用いいただ < ために 


■ 次のことを於ずお巧り <ださい 

本製品は、安全性に配慮された設計になっていますび、間違った使いかたをすると、 
感電、乂災などの原因になり、けびや事故を起こす恐れびあります。 

次のことを必ずお守りください。 

《1)正しくま全にご使用いただくために、本書の注意事項をお守りください) 

与6〜] 0ページの内容をよくお読みの上、必ずお守りください。 


(2) 定期的に本製品を確認してください ) 

1年に]回は本製品を確認し、故障していないか、 AC アダプターとコンセン 
卜び正しく接続されているか、端テやコネクタにちりやほこりびたまっていな 
いかなどを確認してください。 


(3) 故障したまま使用しないで < ださい ) 

本体や U モコンび壊れた、動作びおかしいなど、故障かな？と思ったときは、 
すぐに使用を中止して、本製品の電源を切り、 AC アダプターをコンセントか 
ら抜いてください。そのあとで、「困ったとさは」（与29ページ）に記載され 
ている対処ち法を試してください。 

それでち異常び解決しない場合は、お買い上げの販売店またはエレコム総合イ 
ンフオメーシヨンセンターまでご連絡ください。 


^万一、異常び起こった場ち ) 

本体から煙やにおい、変な音び出た場合は、速やかに次のことを行ってください。 

ブ|本製品の電源をオフにしてください。（づ18ページ） 

么 AC アダプターをコンセントから巧いてください。 （^17 ページ） 

3 . ご購入店またはエレコム総合インフォメーシヨンセンターまでご連絡くだ 
さい。（づ30ぺージ） 
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■ お表示の意味 


A 警告 

A 注意 

この表示の注意事項を守5ないと、乂災 • 
感電などによる死 t や大けびなど人身事 
故の原因になります。 

この表示の注意事項を守らないと、感電や 
その他の事故によりけびをしたり、他の機 
器に損害を与えたりすることびあります。 


0 「してはいけない」ことを示します。 Q 「しなければならないこと」を示します。 

^ メモ 

「お願いしたいこと」や惨考にしていた 
ださたいこと」を記載しています。 


® ごを意 

「注意していたださたいこと」を記載して 
います。 


■まを上のご注意 

A 警告 


(5；)分解や改造、修理などをご自分でし 
^ないで < ださい。 

义災や感電、故障の原因になります。 
故障時の保証の対象外になります。 
点検や修理は、お買い上げの販売店 
またはエレコム総合インフォメー 
ションセンターまでご連絡< ださい。 

(5^ 本製品に水や金属片などの異物を 
^入れないでください。 

C 水や金属片などの異物び入ったとさ 
は、すぐに使用を中止して、本製品 
の電源を切り 、 AC アダプターをコ 
ンセントから抜いてください。その 
あとで、お買い上げの販売店または 
エレコム総合インフォメーションセ 
ンターまでご連絡ください。そのま 
ま使用すると、乂災や感電の原因に 
なります。 


本製品が発熱している、煙が出てい 
^る、異臭がしているなどの異常があ 
C るときは、使用を中止してください。 

異常びあるとさは、すぐに使用を中 
止して、本製品の電源を切り 、 AC 
アダプターをコンセントから抜いて 
ください。そのあとで、お買い上げ 
の販売店またはエレコム総合イン 
フオメーシヨンセンターまでご連絡 
ください。そのまま使用すると、乂 
災や感電の原因になります。 

A 本製品は乳幼児の手の届かないと 
W ころで使用、保管してください。 

内部に指を入れるとけびややけどの 
原因になります。 

メモリカードや小さい付属品を誤つ 
て飲み込むと、窒息したり、身体に 
悪影響をおよぼしたりする恐れびあ 
0ます。万一、飲み込んだと思われ 
る場合は、すぐに医師にご相談くだ 
さい。 
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A 警告 


(§) 雷が鳴りはじめたら本製品に触れ 
^ないで < ださい。 

感電の原因になります。 

^可燃性スプレーを本製品にかけた 
^り、本製品の周辺で使用したりしな 
いで < ださい。 

乂災や故障の原因になります。 

减 本体や AC アダプターに水や洗剤 
声をかけたり、浸したりしないでくだ 
さい。 

ショートや感電、故障の原因になり 
ます。 

A 付属の AC アダプター • U ソがは使用 
W しなし、でくださぃ。 

义災や感電、故障の原因になります。 


® 濡れた手で AC アダプターを巧さ 
^差ししないでください。 

乂災や感電の原因になります。 

A AC アダプターはコンセントに根 
〇元まで確実に差し込んでください。 
差し込みび不十分な場合は、ショー 
卜や発火、感電の原因になります。 

の DC コードには、次のようなこと 
^をしないで<ださい。 

-重いちのを乗せる 
•ステーブルで止める 
-無理に弓 I っ張った状態で使用する 
• AC アダプター などに巻さつける 
とショートや感電、故障の原因にな 
ります。 


A 注意 


本製品を次のようなところには置 
^かないで < ださい。 

•多湿なところ、結露をおこすとこ 
ろ(特に風呂場） 

•曰のあたる自動車内、直射曰光の 
あたるところ、暖房器具の周辺な 
ど高温になるところ 
•平坦でないところ、振動び発生す 
るところ 

. マグネットの近<などの磁場び発 
生するところ 
•ほこりの多いところ 
ショートや感電、故障の原因になり 
ます。 

A 本製品は正しく配置してください。 

W DC コードに足をかけて転倒した 
り、本体び落下することによって、 
障害やけび、故障の原因になります。 


^次のようなときは、 AC アダプター 
^を抜いてください。 

-お手入れのとさ 
•本製品を移動させるとさ 
•長時間使用しないとさ 
ショートや感電、故障の原因になり 
ます。 

A 定期的に AC アダプターのプラグ 
W を清掃してくださぃ。 

AC アダプターをコンセントから抜 
さ、乾いた巧でほこりをふさ取って 
<ださい。 

(〇本体や AC アダプターをアル コー 
ル、シンナーなどの揮発性の液体で 
巧:かないでください。 

変質や変色を起こす恐れびありま 
す。 
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A ミ主意 


本体や AC アダプターに巧や布団 
^などをかけないで<ださい。 

熱によって変形したり、故障や乂災 
の原因になります。 

® 電源を入れた状態で、本体や AC 
^アダプターを長時間触らないでく 
ださい。 

低温やけどの原因になります。 

(§) 本体内部を触らないでください。 

心 けびややけど、感電、乂災、故障の 
原因になります。 

本体や AC アダプターを倒したり、 
^上に秉ったりしないようにま意し 
て < ださい。 

けびや感電、故障の原因になります。 

液晶ディスプレイに衝撃を与えな 
^いで<ださい。 

液晶ディスプレイび割れて、けびの 
原因になります。 


ぐ)小さなお子様のみで使用させない 
^で< ださい。 

故障の原因になります。 

〇スタンドを持って本体を持ち上げ 
^ないで< ださい。 

スタンドびはずれて落下することに 
よって、障害やけび、故障の原因に 
なります。 

〇コネクタ、メモリカード、 US 目メ 
〇モリは正しく確実に差し込んでく 
ださい。 

コネクタ、メモ U カードス□ットの 
内部に金属片を入れたり、コネクタ、 
メモリカードを斜めに差し込むと、 
ショート、义災、故障の原因になり 
ます。 

〇 メモリカードや US 目メモリ、コネ 
〇クタなどを取り付けたり、取りはず 
したりするとさは、本体を持ってく 
ださい。 

本体び落下したり、転倒したりする 
ことで、障害やけび、故障の原因に 
なります。 
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■ 電池にごいて 


_ A 警告_ 

® 電池が液漏れしたとさは、素手で触らないでください。 

^液び目に入ったり、身体や衣服に付くと、失明、けび、皮膚の炎症などの原因 
になります。 

ミ夜の化学変化により、時間び経過してから症状びあらわれることわありますの 
で、異常びない場合でを、すぐに次の対処をしてください。 

•液び目に入ったとさは、目をこすらずに、すぐにされいな水で十分にすすい 
でください。そのあとで、すぐに医師にご相談ください。 

-ミ夜び身体や衣服に付いたとさは、すぐにきれいな水で十分に洗い流してくだ 
さい。けびや皮膚の炎症などの症状びあらわれたときは、すぐに医師にご相 
談ください。 


A 電池は乳幼児の手の届かないとこ 
W ろに保管してください。 

電池を誤って飲み込むと、窒息した 
り、身体に悪影響をおよぼしたりす 
る恐れびあります。万一、飲み込ん 
だと思われる場合は、すぐに医師に 
ご相談ください。 


電池に次のよラなことをしないで 
<ださい。 

•乂の中に入れる 

•加熱 

•分解 

•改造 

•充電 

•水で濡らす 

破裂や液漏れなどで、けびややけど 
の原因になります。 


A ミ主意 


指定!^ソ外の電池を使用しないでく 
一ださぃ。 

破裂や液漏れなどで、けびややけど 
の原因になります。 

電池の品番を確認して、指定の電池 
を使用してください。 

A 注)と©を間違えずに入れてください。 

W 逆に入れると、シヨ-卜、発熱、破 
裂、液漏れなどで、けびややけどの 
原因になります。 


長時間使用しないとさや、電池び消 
〇耗したときは、リモコンから取り出 
して < ださい。 

液漏れで、けびややけどの原因にな 
ります。 

ぐ) U モコンの電池ホルダーを開けた 
^まま使用しないでください。 

ショート、発熱、破裂、液漏れなど 
で、けびややけどの原因になります。 
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■ ご使用上のを意 

取り扱い上の注意 

•液晶ディスプレイに衝撃や圧力を加えないでください。けびや故障の原因になり 
ます。 

•本製品に直射日光び長時間当たる場所に置かないでください。故障の原因になり 
ます。 

•テレビやラジオなど、他の電子機器の近くに置くと、相互に干渉して、テレビや 
ラジオなどに雑音やノイズび発生することびあります。その場合は、テレビやラ 
ジオなどから離して置いて < ださい。 

•使用しないときは、電源を切って、メモリカードや US 巨メモリを抜いておいてく 
ださい。 

•ペットなどを飼っているときは、 DC コードをかじったり、本体を倒したりして、 
いたず5しないよラに注意してください。事故や故障の原因になります。 

結露について_ 

•寒いところから暖かいところ、または暖かいところから寒いところ所に急に本製 
品を移動したり、寒いところで暖房器具を使用したとさなど、本体内部に水滴び 
付くことびあります。そのまま使用すると、本体の部品、メモ U カードや US 巨メ 
モリなどび損傷する恐れびあります。 

•結露び発生した場合は、メモ U カードや USB メモリを取り出し、本製品の電源を 
切ってください。 AC アダプターを本製品から抜いて、風通しのよい場所で2、3 
時間置いて乾かしてください。完全に水滴びなくなるまで使用しないでください。 

お手入れについて 

•乾いたやわらかい布で軽くないてください。その際に、液晶ディスプレイは強く 
おかないでください。ミちれび取れないとさは、布を水で薄めた家庭用中性洗剤に 
浸し、硬くしぼって軽く拭いてください。そのあとで、乾いた柔らかい布で軽く 
巧いてください。 

•アルコール、シンナーなどの揮発性の液体で拭かないでください。変質や変色を 
起こす恐れびあります。 
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本製品について 


万一、本製品の故障で挿入したメモリカードや USB メモリのデータが破損また 
は消去した場合、記録内容の保証はでさませんので、ご了承ください。万一の破 
損や消去に備え、必ずデータをコピーしておいてください。 


• 次のよラな場合は故障ではありません。 

•長時間電源を入れておくと、本体び熱くなる 
•寒いところで使用すると、画面に稿び見える 

-液晶ディスプレイに黒い点びあらわれたり、白や色のついた点び消えない 
•本製品を使用したことによる他の機器の故障や不具合等につをましては、責任を 
負いかねますのでご了承ください。 

• デヴイン、仕様などは改良のため予告なく変更する場合びあります。 

•本製品のうち、戦略物資または役務に該当するをのの輸出にあたっては、外為法 
に基づく輸出または役務取弓 I 許可び必要です。 

本書について_ 

•本書では、一部の表記を除いて " DPF - D 7 WS ] 0" を r 本製品」と表記しています。 
•本書では、メモリカードや US 巨メモ U など、データを記録する媒体のことをメディ 
アと呼びます。 

•本書は、 U モコンでの操作を中必に説明します。 

• 本書の著作権は、エレコム株式会社び保有しています。 

• 本書の内容の一部または全部を無断で複製/転載することを禁止させていたださ 
ます。 

•本書の内容に関するご意見、ご質問びございましたら、エレコム総合インフォメー 
シヨンセンターまでご連絡願います。 

商標、登録商標について 


• Memory Stick, Memory Stick PRO, Memory Stick Du □及び 
Memory Stick PRO Du □は、ソニー株式会社の商標または登録商標です。 

• SDnd \ SDHC □コ'、 miniSDHCnd \ micraSD □ゴ、及び micraSDHCn 
コ'は、 SD -3 C ， LLC . の商標です。 


•マルチメディアカードは独国インフィニオンテクノ□ジーズ社の商標です。 


• その他記載されている会社名•製品名等は、一般に各社の商標または登録商標です。 
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I 本保 


ち側面 


正面 


①- 

(D- 


離⑥⑦⑥③⑩⑩ 


①液晶ディスプレイ 

⑤ リモコン受光部 

③ メモ U カードス□ット 
(与18、19ぺージ） 

④ USB ポート(与18、19ぺージ） 

パソコンと接続することはでさません。 

⑥ DC 已 V 端モ(与17ぺージ） 

⑥ 電源ボタン(与18ぺージ） 

IJ モコンの©ボタンと同じ働さ 

⑦ ミ夫定ボタン 

IJ モコンの®ボタンと同じ働さ 


⑧ 方向選択ボタン 

U モコンの〇/〇/〇/〇ボタンと 
同じ働さ 

⑨ メニューボタン 

U モコンの©ボタンとは異なる働さ 

⑩ リモコンホルダー(与1己ぺージ） 

⑩壁掛け用穴片 16. 17ぺージ） 

⑩スタンド(スタンド収納部)(与16、17ページ) 
⑩スタンド取付穴(与1日ページ） 



る部のなまえ 





frM_y da 置 
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■ AC アダプター 



⑩ DC コード（与17ぺージ） 
⑩ DC プラグ(与17ぺージ) 



①@スライドショーボタン 
⑨ © 電源ボタン 

③ ® メニューボタン 

④ @回転ボタン 

⑥ ズームボタン 

⑧ メモリカードボタン 

⑦ 〇 US 目メモリボタン 

⑧ ◎フォトモードボタン 

⑨ 時計ボタン 


⑩ 透)カレンダーボタン 
⑩ © 戻るボタン 
⑩ © 決定ボタン 
⑩〇上方向選択ボタン 
〇下方向選択ボタン 
〇左方向選択ボタン 
〇ち方向選択ボタン 
@ @画面分割ボタン 
⑩ (§) 設定ボタン 






















y モコンについて 


■ 動作確認用電池を使用ずる 

お買い上げ時は、 U モコンに動作確認 
用電池び入っています。 

はじめてリモコンを使用するときは、 
次の図のように保護シートを引さ抜い 
て < ださい。 



■ IJ モコンの電池を交換ずる 

IJ モコンの反応び鈍くなったとさや動 
かなくなったとさは、新しい電池に交 
換してください。 


指定電池： CR 202曰リチウム電池 


2 電池ホルダーから使用済みの 
電池を取り出す 



J 電池ホルダーに新しい電池を 
入れる 

電池の®を 



4電池ホルダーをリモコンに戻 



f リモコンか5電池ホルターを 
引さ出す 

電池ホルダーのタブを内側に押し 
たまま、電池ホルダーを引さ出し 
ます。 



⑩ごを意 

•電池の交換時にリモコン内部に異物 
が入5ないように注意してください。 

-指定!^ソ外の電池は使用しないでくだ 
さい。指定!;!外の電池を使用すると 
破裂の恐れがあります。 

•使用済みの電池を廃棄するときは、 
お住まいの地域の条例および法令に 
従って処分してください。 

•高温を湿になるところにリモコンを 
置いたままにしないでください。 









■ リモコンで操作でをる節囲 ■ リモコンを収納する 

次の図の範囲で本体の操作びでさます。 リモコンは、本体背面の U モコンホル 

本体前面に U モコンを向けて、操作し ダーに収納でさます。 

てください。 まつすぐ奥まで差し込んでください。 




( D ごま意 

•直射日光の当たる場所や堂光灯(イン 
バーター式)の下などでは、誤動作を 
することがあります。そのよラなと 
さは本体の場所を変えてください。 

• ボタンを押したときの本体の反応が 
遅くなったとさは、新しい電池に交 
換してください。 

• リモコンを長期間使用しないとさは、 
電池を取り出してください。_ 
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本化を節る 


■ 立てて飾る 

本体にスタンドを取り付けて、縦また 
は横に立てて飾ることびでさます。 

f スタンド収納部か5スタンド 
をはずす 

ク本体にスタンドを取り付ける 

本体背面のスタンド取付穴にスタ 
ンドを差し込み、確実に固定され 
るまで回します。 



J 本体を縦または横に立てて置 


縦横2つの置さかたびでをます。 


【縦置を】 【横置さ】 



® ごを意 

• r 自動回転」が「オフ」のとき、写真の 
縦横自動回転は実行されません。 

-不安定な場所や台の上に置かないで 
<ださい。 

•スタンドを取り付けた状態で、強く 
巧さえつけないで < ださい。_ 


■ 壁に掛けて飾る 

本体を壁に掛けて飾ることびできます。 


i 次のネジ(市販品)を2本用意 
する 


• ネジの寸法 



2己 mm じ(上 


•ネジの頭部び本体 
背面の壁掛け用巧 
を通ること 


4.2 mm 



9 mm 


2 壁にネジを固定する 


2本のネジの間隔 

縦掛けの場合横掛けの場合 
49 mm 1 03 mm 






^壁から 0 

2.已〜 3 mm 出す 



ゾ 



巧 























J 本体を壁に掛ける 

1 . スタンドを本体背面のスタンド 
収納部に入れます。 

么 AC アダプターの DC プラグを 
本体の DC 已 V 端子に差し込み 
ます。（ち記） 

えメディアを本体に挿入します。 
(与18ページ） 

ん 本体背面の壁掛け用穴をネジに 
合わせて引っ掛けます。 


5. AC アダプターをコンセントに 
差し込みます。（ち記） 



® ご注意 

•壁の強度や材質に適したネジを用意 
してください。ネジや壁が破損する 
恐れがあります。 

•ネジは柱部分に確実に固定してくだ 
さい。 

•取り付け不備や強度不足、誤使用、 
天災による事故、破損については、 
弊社は一切の責任を負いかねますの 
でご了承ください。 _ 

^ メモ 

•メディアを交換するときは、本体を 
壁から取りはずしてください。 


電源を巧続ずる 


y AC アダプターの DC プラグ 
を本体の DC 已 V 端子に差し 
込む 

2 AC アダプターをコンセント 
に差し込む 



自動的に本体の電源びオンになり 
ます。 


® ご注意 

• AC アダプターは、すぐに手の届く 
コンセントに接続してください。壁 
との隙間など、狭い場所のコンセン 
卜に接続しないでください。 

.万一、異常が起こった場合は、すぐ 
に AC アダプターをコンセントか5 
抜いてください。 

• AC アダプターのプラグを金属物で 
ショートさせないでください。故障 
の原因になります。 

•使用しないときは、 AC アダプター 
をコンセントか 5 抜き、 DC プラグ 
を DC 己 V 端子から抜いてください。 


巧 
























電源をオン/オフする 


メディアを巧入ずる 


IJ モコンの電源ボタン(©)、または本 
体の電源ボタン ( I 0 1 ) を押すたびに、 
本体の電源オン/オフび切り替わりま 
す。 

電源びオンになると、メニュー画面び 
表されます。 


L 或 ‘ 端お溫お memoire 0 S 勺 

r が口""が… tK^lJ 



/し" 


^ メモ 

•AC アダプターを 接続すると、自動 
的に電源びオンになります。 

•メディアを挿入している状態で電源 
をオンにすると、メディア内の写真 
のスライドショーびはじまります。 


写真の入ったメディアを本体に挿入し 
ます。 

® ごま意 

•メディアを抜き差しするときは、本 
体の電源をオフにしてください。 

•メディアを抜さ差しするとさに、強 
い力を加えないで < ださい。 

•挿入時に強い抵抗を感じる場合は、 
端子やコネクタの向さおよび形状が 
正しいかを確認してください。無理 
に押し込むと、けがや破損の原因に 
なります。 

•メモリースティックと SD メモリー 
カードのメモリカードス□ットは共 
通です。 

•メモリースティックと SD メモリー 
カードを同時に挿入することはでさ 
ません。 

•端子部には触れないでください。け 
がや破損の原因になります。 

•電源がオンのとさ、および写真の再 
生中にメディアを抜かないでくださ 
し、。データの破損や消去の原因にな 
ります。 


^ メモ 

メモ IJ 力ードス□ットと US 目ポート 
の両方にメディアを挿入した場合は、 
あとから挿入したメディアび有効にな 
ります。再生するメディアは切り替え 
ることびできます。 （づ 21ページ） 


巧 

















■ メモリカードの場合 

メモ U カードをメモ U カードス□ット 
に、まっすぐ確実に挿入します。 


ス□ットの中央と 
カードの中央を含わせる 



※端子面を本体側にする 

^ メモ 

• miniSD メモ IJ — 力ード、 microSD メ 
モ U —力ード、 microSDHC メモ IJ - 
力ード、 MMCmic の、「メモリース 
ティツクマイク□」 （ M 2) を使用する 
場合は、専用の変換アダプタを使用し 
てください。 

•対応メディアの詳細は、与 3] ペー 
ジを参照してください。 


■ USB メモリの場合 

US 巨メモ U の US 目コネクタを USB 
ポートに、まっすぐ確実に挿入します。 



■ メモリリーダライタの場合 

メモ U U —ダライタを利用して、メモ 
リカード内の写真を再生でさます。 



ブメモリカードをメモリリーダ 
ライタに挿入する 

® ごま意 

複数枚のメモリカードを同時に使用可 
能なメモリリーダライタの場合でち、 
挿入するメモ U カードは1枚のみにし 
てください。写真が正しく表示されな 
いことがあります。 _ 

ク メモリリーダライタの USB 
コネクタを USB ポートに挿 
入します。 

(D ごを意 

•動作条件は、ご使用のメモリリーダラ 
イタの取扱説明書で確認してください。 

• メモリリーダライタが接地しない状 
態で使用しないでください。 

•メモリリーダライタが本製品に直接 
挿入しているメモリカードや DC プ 
ラグに接触した状態で使用しないで 
<ださい。 


^ メモ 

使用できるメモリカードは、メモリ 
リーダライタによって異なります。詳 
細はメモリリーダライタの取扱説明書 
.を参照してください。 
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曰付と時刻を設定する 


カレンダーや時計の表示、自動電源才 
ン/オフの操作を正確に行うために、 
現在の日付と時刻を設定します。 

f ® を押す 

設定画面び表示されます。 

^ メモ：本体背面操作 

1 . |menu| を何回か押し、メニュー画 
面を表示する 

么に ET UP 」 を選び、©を押す 


La maison de memoire CmD 广品否 Ti 



を SET UP j 

顯 r* 

疫)暦 

を示舍巧や写！[表示の方まなど 1 

を译動ホの IS ミだよび V 

ま更を巧うことができミす. 



MEMORY 
'V CARD 

巧 


♦.巧，の 


2 〇/〇で「日付/時刻設赴を 
選び、©または〇を巧す 

し a riiaison (le inemoire 



3 〇/〇で年を設定し、©また 
は〇を押す 


_ 

卜 010)-06-2012:00 pm 


4 〇/〇で月を設定し、©また 

は〇を押す 


J _ _ 

2010 イ 06)-20 12:00 pm 


5 〇/〇で曰を設定し、©また 
は〇を押す 


曰 

2010 -06-1201 12:00 pm 


巧〇/〇で時を設定し、©また 
は〇を押す 


時 j 

L 

2010 -06-20 (12)00 pm 



7〇/〇 で分を設定し、 ® を押 


分 ' 


2010 -06-20 12[oo)pm 



Q 〇/〇で AM/PM を設定し、 
©を押す 


AM/PM J 


2010 -06-20 12 : 00 (^ 



9© または@を押し、メニュー 
画面に戻る 
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巧化化た 


写真のスライド シヨー 
、または固定写真を見る 


® ご注意 

本製品は、異なるメディアの写真を混 
ぜて見ることはでさません。 


■ ずぐにスライドシヨーを見る 



2 〇/〇で！ "SELECT PHOTO」 
を選び、©を押す 


ブ@を押す 

どの画面からでち、現在選択され 
ているメディア内のすべての写真 
のスライドショーびはじまります。 

■ メディア巧のすべての写真 
を見る 

f メモリカードの写真を見ると 
をは®、 US 巨メモリの写真 
を見るとさは〇を押す 

フォルダ/写真選択画面び表示さ 
れます。 

^ メモ：本体背面操作 

1. |menu| を何回か押し、メニュー画 
面を表ホする 

义メモ U カードの写真を見るとさは 
「MEMORY CARD 」、 US 臣 メモ U 
の写真を見るときは 「 USB 」 を選び、 
©を押す 


La maison de memoire ' liSu — ， （ 


MEMORY CARD , 

メモリーカードにな巧されている ‘ 

写真をま示します。 r 

1': 三'‘,/,’;;.’ 

r ぃ‘1.. 

ド ) MEMORY j 


し ’..') 


2 〇/〇/〇/〇でお好みの写 
真を選び、©を押す 


I.afhaison de memoire _ kSiiJ 



满 

控 

’餐 

唾 


医 

.气…- 


選んだ写真び固定で表示されます。 

4ちラー度©を押す 

メディア内のすべての写真のスラ 
イドショーびはじまります。 


巧 














































jO ゴ J 


■ メティア巧の 1 つのフォルダ 
を選んで見る 

f メモリカードの写真を見ると 
をは®、 US 目メモリの写真 
を見るとさは ( 2 ) を巧す 

フォルダ/写真選択画面び表示さ 
れます。 

% メモ：本付;背面操作 

1. |menu| を何回か押し、メニュー画 
面を表术 g ■る 

2. メモ U カードの写真を見るときは 
「MEMORY CARD 」、 US 目 メモ U 
の写真を見るときは 「 USB 」 を選び、 
©を押す 

La maisoii de memoire 極詞 


2 〇/〇でに ELECT FOLDER」 
を選び、©を押す 


T.a niaison de memoire 




SELECT 

FOLDER 


SELECT \ 

PHOTO 


保巧されている写*を な巧されている写百をすべてを示します。 

フすルダーやファイルちかでを示します， 写真を見■ながらちびたいときや 

ちみで写真を探したいとまや すべての写真をスライドシヨーでちるときは 

フすルダーを巧ましてスライドシヨーを見るときは こちらをご巧用ください。 

こちらをご巧巧ください。 


J 〇/〇でフォルダを選び、〇 
を押す 


La ihaisoifde memoire い品で ") 



S ©を押す 

フォルダ内のすべての写真のスラ 
イドショーびはじまります。 

^ メモ 

フォルダを選んで写真を見るときは、 
そのフォルダのさらに中にあるフォル 
ダ内の写真を見ることはでさません。 



を-參を 


が 

















































使いかた 


楽しい写真表示 


IJ モコンで簡単にいろいろな操作びで 
さます。 

•0 前の写真に戻る 

1つ前の写真を表示します。 

•0 次の写真に進む 

次の写真を表示します。 

•©再生方法切替 

固定写真とスライドショーの切り替え 
びでさます。 

• @ズーム※ 

3段階で拡大表示します。 

•〇/〇/〇/〇スク □_ ル※ 

ズーム中に表示位置を移動でさます。 

•(©分割 

3枚表示：3枚の写真をいろいろなレ 
イアウトで表示します。 

4枚表示； 2〜4枚の写真を組み合 
わせて表示します。縦置さ、 
横置さでを組み合わせび変 
わります。 

•◎フォ トモード 

写真の表示モードを変更します。詳細 
は、づ28ページを参照してください。 

•©回転^ 

時計回りに90度ずつ回転します。 

《写真を固定しているとさのみの機能 
です。 


時計やカレンダーを表示ずる 


® ごま意 

必ず現在の日付と時刻を設定しておい 
てください。（与20ぺージ）_ 


■ 時計を表示する 



どの画面からでち、時計び表示さ 
れます。 


^メモ：本な;背面操作 

1. |menu| を何回か押し、メニュー画 
面を表 W する 

2. 「 TIME 」 を選び、©を押す 



巧 



















■カレンダーを表示する 

/ (1) を押す 

2 3 4 5 8 k 

9 15 乂 


どの画面からでを、カレンダーび 
表 TJX されます。 

•0 を押すと次の年、〇を押すと 
前の年び表示されます。 

•0 を押すとなの月、〇を押すと 
前の月び表示されます。 


自動的に電源をオン/オフずる 


指定した時間に電源をオン/オフする 
ことびでさます。 

^ メモ 

仕事や学校の外出時刻に自動電源才 
フ、帰宅時刻に自動電源オンなどの使 
いかたをすると便利です。 

® ごを意 

必ず現在の曰付と時刻を設定しておい 
てください。（与20ぺージ）_ 


■ 自動的に電源をオンする 

f (§) を押す 

設定画面び表示されます。 



が 


























































3. 使いかた 


3 〇/〇で「オン」を選び、©を 
押す 



4 〇/〇で時を設定し、©を巧す 



夕©/〇で分を設定し、©を押す 



Q 〇/〇で am/pm を設定し、 
©を巧す 



7 〇/〇で繰り返しパタ-ンを 
設定し、©を押す 


繰り返しパターン 


オン 



• 一度だけ 

設定した時刻になると電源を才 
ンします。]回オンになると、 
次の曰からはオンになりません。 
•毎日 

毎曰繰り返し、設定した時刻に 
電源をオンします。 

•曜日選択 

設定した曜日の時刻に電源を才 
ンします。次の順で曜日を設定 
します。 

ブ.「曜日選択」を選び、©を押す 
と、日曜曰のボックスび選択 
されます。 

た曜日 I 

オン 


_曜日驾^_ 

口 !)〕 □□□□□ 

么自動電源をオンにする曜日は 
〇/〇で「、/」を選び、© 
を押します。 

1月曜日) 


な日 _ 

ゴ囚 ) ]□□□□ 

ふ同様にして日曜曰から±曜日 
まで設定します。 

⑩ご注意 

この設定を有効にするには®を押して 
項目を進め、設定を完了する必要があ 
ります。 


巧 

























































■ 自動的に電源をオフする 

ブ ® を押す 

設定画面び表示されます。 

% メモ：本付;背面操作 

1 . |menu| を何回か押し、メニュー画 
面么表术する 

么 「SET UP」 を選び、©を押す 


Lit が化 isS’fTcle memoire 〔觸词 广 



ク〇/〇で「自動電源オフ」を選 
び、©または〇を押す 

Lamaisoirdi ' memoire 



3 似降の操作は、「自動的に電源 
をオンする」の手順3〜8を 
参照する（与2已ぺージ） 


る機能を設定ずる 


本製品をより楽しく便利に活用してい 
ただくために、様々な機能を用意して 
います。必要に応じて設定してくださ 
い。 

■ 設定手順 

1 ® を押す 

設定画面び表示されます。 

1%メモ：本巧背面操作 

1 . |menu| を何回か押し、メニュー画 
面が表 W すな 

2 . 「SET UP」 を選び、〇を押す 


La maison de memoire t'-V'-J , 一品品つ 

t ，"，""、"、。。ご 




SKT L P 

を SET UP 1 

食)"'、"': 

表示言!が写 目 S ホのでまなと’ 4 

る 巧 動けの郎だよび 

か… 

鄂 

、化、!り R'i 
^ し1かり 


夕ぃ .ム’ 



^ 〇/〇で設定項目を選び、© 
または〇を巧す 
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3. 使いかた 



■ 各機能の詳細 

各機能の概要について説明します。 

% メモ 

お買い上げ時の設定を太字で示してい 
ます。 


J 〇/〇で値を選び、©を押す 

_ 


La niaison do mcmoiro 



La niaison (le menioire_ l,"; 品で." J 


去 

言語 

写 S の表示 

善 © 

5巧 

スライド巧果 

フォト効果 

自助回お 

画々巧巧_ 

けか 

30巧 

1時旧 


% メモ 

選ばれている値には一•び付さます。 


ィ®また竺©を押し、メニュ ー 
画面に戻る 


言語 

メニュー画面の言語を設定します。 
英語/繁体 中国語/日本語 
写真の表示 

1画面に表おする写真の枚数を設定し 
ます。 

1枚表示/ 4枚表示/3枚表示 

^ メモ 

4枚表示のとさは、2〜4枚の写真を 
組み合わせて表示します。縦置さ、横 
置さでち組み合わせび変わります。 

スライド間隔 

スライドショーのとさの写真の切替時 
間を設定します。 

3秒/ 已秒/ 1已秒/3日秒/1分/ 

己分/1已分/30分/1時間 

スライド効果 

スライドショーのとさの写真の切替効 
果を設定します。 

切替効果をお楽しみください。 

スプ IJ ット/ブラインド/ボックス/ 
フェード/チェスボード/シルク/ 
ストライプ/□ールダウン/バー/ 
ランダム 
フォト効果 

写真のカラーモードを設定します。 
カラー/白黒/セピア 


巧 












































































フオトモード 

写真の表示モードを設定します。 

• オートフイット 

縦横比を変えずに、そのままの比率 
で表示します。4 : 3や3 : 2など 
の場合は、黒い帯び表示されます。 
•フルスクリーン 

画面いっぱいに表示します。写真の 
縦横比び変わることびります。 

•パン&スキヤン 

写真の縦横比と画面のを白の割合を 
をとに、任意のサイズに拡大します。 
写真の縦横比は維持されます。 

自動回輯 

本体の縦置を/横置さを変更した場合 
に、写真の縦横を自動的にあわせて回 
転させるかどラかを設定します。 
オフ/オン 
画像調整 

画面のコントラスト、明るさ、色の濃 
さ、色合いをそれぞれ7段階で設定し 
ます。 

1/2/3/4/5/6/7 
曰付/時刻設定 

本体の日付と時刻を設定します。 

与20ページ 

自動電源オン 

設定した日時に本体の電源をオンするか 
どうかを設定します。^24、2已ページ 
オフ/オン 
自動電源オフ 

設定した日時に本体の電源をオフする 
かどうかを設定します。づ2目ページ 

オフ/オン_ 

設定をリセット 

曰付/曰時設定];(外の本製品の設定を 
お買い上げ時の状態に戻します。 
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困つたとをは 


故障かな？と思ったとさは、すぐに使用を中止して、本製品の電源を切り、 AC アダプター 
をコンセントから抜いてください。そのあとで、次の表で異常の状態と原因を確認し、記 
載されている対処方法を試してください。 

それでち異常び解みしない場合は、お買い上げの販売店またはエレコム総合インフォメー 
シヨンセンターまでご連絡ください。 


異常の状態 

原因 

対処方法 

本体に電源び入 
らない 

AC アダプターび接続 
されていない 

AC アダプターを本体とコンセントに正しく接続 
してください。（与] 7ページ） 

本体ボタンで操 
作でをない 

磁気や静電気の影響 
を受けている 

マグネットの近<などの磁場び発生するところか 
ら本体を離してください。 

いったん AC アダプターをコンセントからに抜 
さ、接続し直してください。 

U モコンで操作 
でさない 

リモコンに正しく電 
池び入っていない 

-保護シートを弓1き抜いてください。(与] 4ぺージ） 
•電池の注)を上にして電池ホルダーに入れてくだ 
さい。（づ14ページ） 

U モコンの電池び寿 
命になった 

新しい電池に交換してください。（づ]4ページ） 

U モコンの操作範囲 
を超えている 

約已 m 、 上下左ち30°政内に近づいてください。 
(与15ページ） 

U モコンと本体の間 
に障害物びある 

障害物を取り除いてください。 

本体の U モコン受光部 
びふさびれている、強 
い光び当たっている 

本体を別の場所に移動してください。 

写真び映らない 

メディアび正しく挿 
入されていない 

-メディアを正しく挿入してください。 

(与] 8ページ） 

•別のメディアに交換して試してください。 

メディアに正しい画 
像ファイルび保存さ 
れていない 

メディアにファイル形式び JPEG の画像を保を 
して < ださい。 

画像ファイルをパソ 
コンで加工している 

加工した画像ファイルは正しく表示されない場合 
びあります。 

磁気や静電気の影響 
を受けている 

マグネットの近くなどの磁場び発生するところか 
ら本体を離してください。 

いったん AC アダプターをコンセントからに抜 
さ、接続し直してください。 
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異常の状態 

原因 

対処ち法 

スライドシヨー 
び始まらない 

写真び固定されている 

.写真び表示されているとさは、@を押してくだ 

さぃ。 

.©を押してください。（与 2] ページ） 

スライド間隔び長く 
なつている 

設定画面の「スライド間隔」で時間を調整してくだ 
さい。（づ27ページ） 

写真の色びおか 
しい 

画像調整の設定び変 
要されている 

設定画面の r 画像調整」でコントラスト、明るさ、 
色の濃さ、色合いをお好みに合わせて調整してく 
ださい。（づ28ページ） 

印刷した写真の色と 
違ラ 

本製品やプ U ンタの性能によって、写真の色は異 
なります。故障ではありません。 

写真の表示びお 
かしい 

写真び縦または横に 
伸びている 

口オトモード」び r フルスク U - ン」のとき、写真 
の縦横比び変わることびります。 （^28 ページ） 

写真の上下び切れて 
いる 

• r フオトモード」び r パン&スキヤン」のとき、 
写真の上下びカツトされることびあります。 
28ページ） 

•4 枚表示では、写真を任意で拡大、縮小、カツ 
卜します。 

左ちに黒い帯び表示 
される 

「フオトモード」び r 才ートフイツト」のとき、4: 
3や3 : 2などの写真は、左ちに黒い帯び表示さ 
れます。（与28ページ） 

ファイル名び正し 
<表示されない 

コンピューターなどで 
ファイル名を変更した 

コンピューターなどでファイル名を変更したり、つ 
けたりすると正しく表示されないことびあります。 


L — ザーヴポート にごいて 


【よくあるご質問とその回答】 
www.elecom.co.jp/support 
こち5か5「製品 Q & A 」 をご覧ください。 

【お電話- FAX によるお問い合わせ(ナビダイヤル)】 

エレコムを為合インフォメーシヨンセンター 
TEL : 0己 70-084-46 曰 FAX : 〇已 70-0 曰 0-0 12 
[受付時間] 

〇〜1を〇〇年中無休_ 

※本製品の保証書は再発行致しませんので内容をお確かめの上大切に保管してください。 
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製品仕様 


シリーズ名 
製品名 

製品型番 

画面サイズ 
液晶タイプ 
最大解像度 


LA MAISQN DE MEM 日旧 E [ラメゾンドメモワール] 
_ Precious Scene [プレシャスシーン]_ 

DPF - D 7 WS 10 PN 
DPF - D 7 WS 10 WH 
DPF - D 7 WS 10 BK 
7インチワイド 

_ TFT (ワィド) _ 

800 X 480 pixcel 

•メモ|」カード^^ 


分類 

種類 

最大容量 


SD メモ1」ーカード 

2 G 巨 


SDHC メモリーカード 

32 GB 

SD 

min 旧 DHC メモリーカード※2 

4 G 巨 


microSD メモリーカード※2 

2 GB 


microSDHC メモ U —力ード※^ 

]6白巨 


メモ U —スティック 

128 MB 


メモ U - スティックデュオ 

128 MB 

MS 

メモ U —スティック PRO 

4 GB 

メモ1」ースティック PRO デュオ 

8 G 巨 


メモ U - スティック PRO - HG デュオ 

32 GB 


「メモ U - スティックマイクロ」 （ M 2)*2 

16 GB 

MMC 

マルチメディアカード 

2 GB 


USB ポート 
対応ファイル形式 
消費電力 
サイズ 
本体 重量 
リモコン 


• US 巨メモ IJ 


A タイプ 
JPEG 
最大已 W 

川 40 XW 202 XD 30 mm 
380 g 
有り 


《1:メモリリーダライタを利用する場合は、製品によって使用でさるメモリカード 
び異なります。詳細はメモ U U —ダライタの取扱説明書を参照してください。 

《2 :専用の変換アダプターを利用して読み込むことびでさます。 

(本製品に変換アダプターは付属していません。） 

® ごま意 

[ USB ； 、ブや USB ノけ機能付きメモリリーダライタ • USB メモリは使用できません 。I 
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■保証内容 

1. ^社び定める保証期間(本製品ご購入曰か 

5起算されます。）内に、適切な使用環境 

で発生した本製品の故障に限り、無償で 

本製品を修理または交換いたします。 

■無償保証範囲 

2. 政下の場合には、保証対象外となります。 

(1) 保証書および故障した本製品をご提 
出いただけない場合。 

(2) 保証書に販売店ならびに購入年月日 
の記載びない場合、またはご購入曰 
び確認でをる証明書（レシート-納品 
書など)をご提示いただけない場合。 

(3) 保証書に偽造-改変などび認められ 
た場合。 

(4) 弊社および弊社び指定する機関政外 
の第王ちならびにお客様による改造、 
分解、修理により故障した場合。 

(己）弊社び定める機器け外に接続、また 
は組み込んで使用し、故障または破 
損した場合。 

(日）通常一般家庭内で想定される使用環 
境の範囲を超える温度、湿度、振動 
等により故障した場合。 

(7) 本製品を購入いただいた後の輸送中 
に発生した衝撃、落下等により故障 
した場合。 

(8) 地震、乂災、落雷、風水害、その他 
の天変地異、公害、異常電圧などの 
外的要因により故障した場合。 

(9) その他、無償修理または交換び認め 
られない事由び発見された場合。 

■修理 

3. 修理のご依頼は、本保証書を本製品に添 

えて、お買い上げの販売店にお持ちいた 

だくか、弊社修 i 里センターに送付してく 

ださい。 


4. 弊社修理センターへご送付いただく場合 
の送料はお客様のご負担となります。ま 
た、ご送付いただく際、適切な捆包の上、 
紛失防止のため受渡の確認でさる手段(宅 
配や簡易書留など）をご利用ください。尚、 
弊社は運送中の製品の破損、紛失につい 
ては一切の責任を負いかねます。 

己.同機種での交換びでさない場合は、保証 
対象製品と同等またはそれ U (上の性能を 
有する他の製品と交換させていただく場 
合びあります。 

日.有償、無償にかかわらず修理により交換 
された旧部品または旧製品等は返却いた 
しかねます。 

7. 記憶メディア-ストレージ製品において、 
修理センターにて製品交換を実施した際 
にはデータの保全は行わず、全て初期化 
いたします。記憶メディア•ストレージ 
製品を修理に出す前には、お客様ご自身 
でデータのバックアップを取っていただ 
さますよラお願い致します。 

■巧責事項 

8. 本製品の故障について、齊社に故意また 
は重大な過失びある場合を除を、弊社の 
債務不履行および不法行為等の損害賠償 
責任は、本製品購入代金を上限とさせて 
いたださます。 

9. 本製品の故障に起因する派生的、付随的、 
間接的および精神的損害、逸失利益、な 
S びにデータ損害の補償等につさまして 
は、弊社は一切責任を負いかねます。 

■有効轟囲 

1□.保証書は、日本国内においてのみ有効です。 

11.保証書は再発行いたしませんので、大切 
に保管してください。 


デジタルフォトフレーム DPF - D 7 WS 10 
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